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とが難しかった。さらに，このような帰結に至った要因の実証的な分析が，その論拠として
必ずしも十分に示されていないために，植民地時代以来の貧困緩和策に対する評価も表層的
な分析に留まってしまっていることが惜しまれる。
　2 つは，ヤンゴン市内 2 地区で実施した現地調査によって得られた計 600 世帯のデータに
基づく貧困の現状分析に関してである。ミャンマーでは貧困に関する資料が極めて限られて
いるなかで，現地調査により収集した一次資料自体が学術的価値を有すると評価できる。し
かし，その貴重な情報に対して，諸々の社会経済指標を整理するに留まり，実証的な分析が
十分に成されているとは言い難い。世帯属性や世帯構成員の個人属性と貧困との相互関係が
十分に吟味されていれば，ヤンゴン都市部の貧困の実態とその要因の解明により有益な示唆
が得られたように思われる。
　これらの問題を掘り下げることで，第 3 章第 3 節において，貧困削減緩和策として，国際
援助において一般に強調される社会政策を含んだ包括的な政策パッケージを挙げるに留まら
ず，ミャンマーに求められる貧困緩和策を具体的に提示することが可能となったのではない
だろうか。
　本書は，収集された資料，情報の貴重さに鑑みて，ミャンマー経済開発において重要な課
題である貧困問題に対する果敢な取り組みとして位置づけられる。しかし，この試みが十分
に達成されるには，今後の研究が待たれるところである。筆者による研究の更なる深化に
よって，筆者自身が「あとがき」で述べるように，本書が今後のミャンマーの貧困や社会経
済状況に関する研究のより一層の発展に繋がることを期待したい。




